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◇一般会計予算案の構成◇

総　額
43億6200万円

義務的経費
29.5%

〃

〃

　３月定例議会が終了し、新年度がスタートした。一般会計で前年度
比９.４％増となる予算は、新中央公民館の基本設計事業や旧谷口分校
再建事業、また、国保事業勘定予算の最上地区広域連合に関する予算
の一般会計への組み替えが予算増の主な理由となっている。特に旧谷
口分校再建事業では、関係者、地域の理解を十分に得て、具体的ビジ
ョンの提示を求める付帯決議も可決されている。（詳しくはP2～3参
照）なお、予算概要については、町広報４月号も参照して欲しい。

３月定例会３月定例会３月定例会 旧谷口分校再建予算に付帯決議

新中央公民館建設事業 が基本設計へ
一般会計予算 ４３億６２００万円（前年比９.４％   増）を賛成多数で可決
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●旧谷口分校再建事業　　　　１億４２２４万円
　火災により焼失した旧谷口分校を西郷地域振興の

シンボルとして再建を図る。建物共済金及び起債

（県振興資金）を活用。管理運営は、指定管理者制

度を予定。

●がん特異的揮発性バイオマーカー同定研究事業
　　　　　　　　　　　　　　　　１３４４万円
　３年計画の２年目の取り組み。女性は２０歳以上、

男性は４０歳以上で、特定検診やドック健診を受診

した方、職域健診で診療所検診受診者にも拡充。陽

性者の精密検査費用の１部助成を行う。

●新中央公民館建設事業　　　　１億２００万円
　平成３２年度建設予定の基本設計及び現状測量を

実施。現敷地内に建て替える。

●かねやまハウス改修事業　　　　１２６４万円
　旧保育園舎を「かねやまハウス」に無償貸付し、

菓子作りやリサイクル作業場を拡大する。
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主な事業概要

３月議会定例会提出議案（補正予算はP10へ）

新年度の施政方針をのべる鈴木町長新年度の施政方針をのべる鈴木町長

H30.3.6～13H30.3.6～13
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